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二
一
世
紀
に
入
り
、

国
際
石
油
価
格
は
二
〇

〇
八
年
七
月
に
一
バ
レ

ル
当
た
り
一
四
〇
ド
ル

と
い
う
歴
史
的
高
値
を

記
録
し
た
か
と
思
い
き

や
、
わ
ず
か
数
ヶ
月
で

同
三
〇
ド
ル
へ
急
落
し

た
。
一
九
七
〇
〜
八
〇
年
代
を
彷
彿
と
さ
せ

る
状
況
だ
が
、
今
日
の
世
界
の
石
油
産
業
は

二
〇
世
紀
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
。

　

第
一
に
、国
際
石
油
市
場
の
成
熟
に
よ
り
、

石
油
は
戦
略
商
品
か
ら
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
に
、

そ
し
て
さ
ら
に
金
融
商
品
の
性
格
を
帯
び
る

よ
う
に
な
っ
た
。
第
二
に
、
国
有
化
に
よ
り

世
界
の
原
油
生
産
の
最
大
の
担
い
手
は
、
国

際
メ
ジ
ャ
ー
か
ら
産
油
国
の
国
営
石
油
会
社

群
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
第
三
に
、
石
油

産
業
の
経
営
支
配
や
石
油
収
入
の
配
分
を
め

ぐ
る
政
治
が
、大
国
間
あ
る
い
は
「
産
油
国
」

対
「
外
資
メ
ジ
ャ
ー
」
と
い
っ
た
「
国
境
を

越
え
た
」
も
の
か
ら
、「
中
央
政
府
や
石
油

企
業
」
対
「
地
域
住
民
」
な
ど
、「
国
内
緒

セ
ク
タ
ー
間
の
も
の
へ
と
お
り
て
き
た
」。

　

石
油
と
い
う
財
の
性
格
の
変
化
、
産
業
の

担
い
手
の
変
化
、
石
油
を
め
ぐ
る
ポ
リ
テ
ィ

ク
ス
の
変
化
な
ど
を
受
け
て
、
産
油
国
の
石

油
政
策
や
石
油
産
業
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

（
生
産
量
や
埋
蔵
量
の

変
化
な
ど
）
を
め
ぐ
っ

て
は
、
従
来
と
は
異
な

る
政
治
経
済
学
的
分

析
の
枠
組
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。
本
書
で

は
、「
国
家
と
市
場
」、

「
中
央
と
地
方
」
と
い

う
二
つ
の
枠
組
を
提
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
も

と
づ
い
て
分
析
す
る
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
設

定
し
て
比
較
分
析
を
行
っ
た
。
前
者
で
は
、

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

中
国
の
四
カ
国
を
、後
者
で
は
エ
ク
ア
ド
ル
、

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
二
カ
国
を
と
り
あ
げ
た
。

　
「
国
家
と
市
場
」
グ
ル
ー
プ
で
と
り
あ
げ

た
四
カ
国
で
は
過
去
三
〇
年
間
で
石
油
政
策

が
大
き
く
転
換
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
石
油

政
策
が
国
家
志
向
的
（
石
油
開
発
や
石
油
収

入
に
対
す
る
国
家
支
配
の
拡
大
）
な
も
の
か

ら
市
場
志
向
的
な
も
の
へ
と
転
換
し
た
（
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
と
ロ
シ
ア
で
は
二
〇
世
紀
に
入
っ

て
か
ら
再
び
国
家
志
向
的
な
も
の
へ
の
揺
り

戻
し
も
起
き
て
い
る
）。
こ
の
背
景
に
は
、

世
界
的
な
新
自
由
主
義
の
潮
流
と
各
国
に
お

け
る
経
済
全
般
の
市
場
主
義
改
革
、
加
え
て

中
国
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
場
合
は
石
油
生
産

拡
大
の
逼
迫
し
た
必
要
性
が
あ
る
。
い
ず
れ

の
国
に
お
い
て
も
、
国
家
介
入
が
も
た
ら
し

た
石
油
生
産
の
非
効
率
を
排
し
、
市
場
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
率
性

を
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。

　

石
油
政
策
の
政
策
決
定
過
程
も
変
化
し

た
。
大
統
領
な
ど
を
中
心
に
一
元
化
さ
れ
た

意
志
決
定
と
、
国
営
石
油
企
業
、
議
会
そ
の

他
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
関
与
す
る
多
元

的
な
プ
ロ
セ
ス
の
間
で
変
化
が
み
ら
れ
た
。

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
か
ら
は
、
意
志
決
定
が
一

元
化
さ
れ
て
い
る
場
合
、
政
策
決
定
が
迅
速

で
、
国
内
外
企
業
に
と
っ
て
は
交
渉
コ
ス
ト

が
少
な
く
て
す
む
が
、
一
方
で
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
が
働
か
ず
、
政
策
運
営
や
国
営
企
業
経
営

に
対
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
脆
弱
に
な
り
、
そ

の
結
果
非
効
率
経
営
に
陥
る
ケ
ー
ス
が
見
ら

れ
た
。
逆
に
石
油
政
策
の
意
志
決
定
が
多
元

的
な
場
合
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
間
の
調
整

や
説
得
が
必
要
で
時
間
が
か
か
り
、
民
間
企

業
に
と
っ
て
は
産
油
国
政
府
と
の
交
渉
コ
ス

ト
が
高
く
な
る
。

　

次
に
「
中
央
・
地
方
」
間
で
石
油
開
発
に

対
す
る
発
言
権
や
石
油
収
入
の
分
配
を
め
ぐ

る
対
立
が
激
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
と
し
て
、

エ
ク
ア
ド
ル
と
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
を
と
り
あ
げ

た
。
い
ず
れ
も
一
九
九
〇
年
代
以
降
地
域
住

民
が
、
環
境
保
護
や
人
権
保
護
、
地
元
開
発

の
た
め
の
石
油
収
入
の
分
配
を
求
め
て
、
中

央
政
府
や
石
油
会
社
に
対
し
て
闘
争
を
繰
り

広
げ
て
い
る
。
多
く
の
途
上
国
産
油
国
が
そ

う
で
あ
る
よ
う
に
、植
民
地
の
歴
史
を
持
ち
、

国
内
に
複
数
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
を
抱

え
る
こ
れ
ら
の
国
で
は
、
国
民
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
の
間
で
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
よ
り
も

「
エ
ス
ニ
ッ
ク
」、「
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
」
な
意

識
が
強
く
、
土
地
利
用
や
地
下
資
源
に
対
す

る
権
利
は
地
元
に
あ
る
と
い
う
伝
統
的
認
識

が
根
底
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
両
国

は
、
中
央
政
府
が
地
元
と
の
交
渉
な
し
に
外

国
石
油
企
業
と
の
間
で
開
発
契
約
を
進
め
、

ま
た
石
油
収
入
も
中
央
が
支
配
し
て
き
た
と

い
う
歴
史
を
共
有
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
方
の
不
満
は
従
来
よ
り
存

在
し
た
が
、一
九
九
〇
年
代
以
降
そ
れ
が
大
き

な
う
ね
り
と
な
り
世
界
的
注
目
を
集
め
る
よ

う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、民
主
化
や
地
方
分
権

化
の
流
れ
の
な
か
で
中
央
政
府
が
地
方
の
要

求
を
う
ま
く
調
整
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ

と
、ま
た
こ
の
時
期
に
環
境
問
題
や
先
住
民
問

題
な
ど
の
社
会
運
動
が
世
界
的
に
高
ま
り
、

彼
ら
の
主
張
の
正
当
性
に
対
す
る
認
知
が
広

が
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
途
上
国
に
お
け
る
そ

れ
ら
の
運
動
を
支
援
す
る
国
際
的
な
N
G
O

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
、
運
動
の
ノ

ウ
ハ
ウ
や
資
金
面
で
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

　

本
書
全
体
を
通
し
て
六
カ
国
の
経
験
か
ら

は
、
経
済
開
発
の
牽
引
と
し
て
の
石
油
産
業

の
位
置
づ
け
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
脆
弱
性
、
民

主
的
政
治
制
度
の
未
成
熟
、
石
油
開
発
の
技

術
面
・
資
本
面
で
の
対
外
依
存
な
ど
、
こ
れ

ら
の
産
油
国
が
共
有
す
る
「
途
上
国
」
ゆ
え

の
特
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
六
カ
国

の
石
油
産
業
は
、
油
田
状
況
や
国
際
石
油
価

格
と
い
っ
た
テ
ク
ニ
カ
ル
な
要
因
に
加
え
、

政
治
経
済
的
な
国
内
要
因
に
規
定
さ
れ
な
が

ら
、
そ
し
て
国
際
石
油
市
場
の
成
熟
や
新
自

由
主
義
と
い
っ
た
世
界
的
潮
流
の
影
響
を
受

け
な
が
ら
変
化
を
重
ね
て
き
た
と
言
え
る
。

（
さ
か
ぐ
ち　

あ
き
／
在
カ
ラ
カ
ス
海
外
調
査
員
）
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